




















緒言 

Reye 症候群は,嘔吐,意識障害,痙攣などの症状を呈し,臓器の脂肪変性を伴う脳症として

1963 年に Reye らにより報告された症候群である。今日まで数多くの報告と研究がなされ

てきたが,未だその原因は明らかではない。今回,日本小児科学会京都地方会の諸会員の要

請により,京都府下における Reye 症候群の発症状況の実態調査を行なったのでその結果を

報告する。 


